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要 旨 
国土地理院が整備，管理している地名情報データ

ベースで使用する文字について，以下のとおりとし

たので報告する． 
・日本語文字集合の範囲 JIS X 0213：2012（第 1

～第 4 水準漢字) 
・文字コード JIS X 0221：2020 
・文字の符号化形式 UTF-8 

 
1. はじめに 
国土地理院は，日本の国家地図作成機関として我

が国の国土に関する情報を更に価値ある使いやすい

ものとなるよう改善を図りつつ整備・提供を進めて

おり，日本国内の地名に関して，約 42 万件の地名を

地名情報データベース（以下「地名 DB」という．）

として整備し，管理している．地名 DB で取り扱う

データは地名とともにその読みや位置等の属性情報

を保有しており，国土地理院の地図に記載される地

名の基データの位置づけである． 

日本では，地名を漢字や平仮名，片仮名のいずれ

かの文字又はこれらの組み合わせによって表記して

いるが，一部の漢字については，文字フォントや文

字コードが提供されておらず，これまでシステム環

境によっては正しく表示されなかった．この正しく

表示されない漢字について，国土地理院の地図では，

利便性を考慮しこれまで一般的なパソコンなどで取

り扱える代替の漢字又は平仮名に置き換えて表記し

てきたが，令和 5 年 6 月 9 日に「デジタル社会の実

現に向けた重点計画」が閣議決定されたことを受け，

その重点的な取組の一つであるデータ連携推進の一

環として，国土地理院では，誰もが一意の文字情報

を得られるようにデジタル庁が推奨する文字仕様を

導入し，地名 DB で使用する文字の標準化・共通化

に取り組んだ． 

 

2. 日本において地名等に使用される漢字の現状 
日本において，一般の社会生活で使用する常用の

漢字の目安として，平成 22 年内閣告示の常用漢字表

に約 2 千文字が定められている．これに対し，地名

や氏名など行政業務に使用される漢字の数は 6 万文

字以上あると言われており，僅かなデザインの差で

あっても異なる漢字として使用される例（図 1）も

あることから，地名や氏名に使用する漢字は膨大な

数となり，多くの行政機関が独自に文字情報を作成

し，行政業務に使用してきた．この結果，文字情報

交換の際に不整合が生じ，一意の文字情報が得られ

ない等の問題が生じていた．これを解決するため，

デジタル庁は文字情報を標準化・共通化した文字情

報基盤を導入し，全ての漢字について文字フォント

の整備と文字コードの国際規格化を完了させた． 

現在，デジタル庁は原則として全ての地方公共団

体に対し，2025 年度までに基幹業務システムにおけ

る文字コードの統一，国際規格化への対応を進めて

いる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 僅かなデザインの差であっても異なる漢字として使用されている例 
 

 

 

現所属：1 中部地方測量部 
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3. 地名 DB の漢字に関する課題 

 国土地理院では，地元で呼び習わされている地名

については地方公共団体に確認し，また収集した告

示情報に基づいて，可能な限り正確な文字を地図に

表記してきた．これまで地名 DB で使用する文字は，

日本産業規格 JIS X 0221 の基本日本文字集合（第 1
及び第 2 水準漢字）の例示字形（JIS の規格票に示さ

れている字形）に該当する文字を使用していた．JIS
によって規格化されていない漢字，あるいはシステ

ム環境によって扱えない漢字については，平仮名又

は検索の利便性を考慮して代替文字を使用すること

とし，本来の漢字との対応を示す付属資料（図 2）を

提供してきた．また，漢字には文字の意味と読みが

同じであっても字体が異なる異体字（図 3）も多く，

これらの漢字についても付属資料の提供で対応して

きた． 

しかし，地図利用者が正しい地名の文字を代替し

た漢字や平仮名であると誤解する，あるいは行政機

関が文字の使用に当たり正しい文字と代替した文字

とを混同する，などの問題が生じていた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 システム環境によっては扱えない漢字とその代替文字 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 文字の意味と読みが同じでも字体が異なる漢字（異体字）の例 
 

 

 

国土地理院時報　2024　No.13722



4. 文字の標準化の取組と効果 
前述したとおり，漢字に関する国内状況や地名を

地図に表記する際の課題等を踏まえ，地名 DB で使

用する文字について，文字情報基盤の活用を前提に，

国際標準に準じた仕様への変更を検討した． 

コンピュータで文字を扱うためには，「取り扱う日

本語文字集合の範囲」を定めるだけでなく，文字を

コンピュータが理解できる形式に符号化する必要が

ある．符号化に当たっては，文字に与える番号であ

る「文字コード」と，この番号を文書ファイルの保

存や交換の際にどのように表現するかを指定する

「符号化形式」も必要である． 

地名や氏名における文字は，アイデンティティを

確立する上で非常に重要な要素であるが，文字に含

まれる漢字の正確性を重視した場合，取り扱う漢字

の数量を増加させ，複雑化につながる．そのため地

名 DB で取り扱う文字の仕様については，文字コー

ド及び文字の符号化形式は旧来どおりそれぞれ「JIS 
X 0221」及び「UTF-8」とし，日本語文字集合の範囲

を一般的なパソコンやスマートフォンに標準的に搭

載されている「JIS X 0213(第 1～第 4 水準漢字)」と

した．この結果，「取り扱う日本語文字集合の範囲」

の拡張により代替文字又は平仮名へ代替する必要が

ある漢字（図 4）は数十程度となり，異体字等の外字

の使用も不要となった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 代替文字又は平仮名への代替例 

なお，今回の文字仕様の標準化にあたり，日本語

文字集合の範囲外の漢字については引き続き，代替

した漢字や平仮名を使用する．また，異体字につい

ては Unicode の基底文字へ統一し，文字仕様の標準

化を行ってもなお一部残るシステム環境によっては

扱えない漢字についても，代替する漢字又は平仮名

とした． 

 

5. 地名情報に係る測量成果への反映 

地名 DB で取り扱う文字の仕様変更を受けて，地

名情報に係る測量成果について次のとおり対応を行

った． 

〇数値地図（国土基本情報）地名情報 

・ ファイル仕様及び数値地図（国土基本情報）等

閲覧ツールの改良を行い，国土地理院ホームペ

ージから公開した． 

・ 変更後のファイル仕様に適合する形で「数値地

図（国土基本情報）地名情報」のデータ更新を

行った． 

〇電子国土基本図（地名情報）住居表示住所 

・ ファイル仕様及び変更対象の地名を含むデー

タについて，地方公共団体単位で更新を行い，

ホームページから公開した． 

 

6. おわりに 

文字の標準化はデジタル庁において推進されてお

り，相互運用性を確保した機械判読可能なデータは，

電子テキストや音声認識において正しい情報を伝え

ることを可能とし，システム環境によって適切に表

示されない文字の回避に繋がる．今後，地図に表記

する地名だけでなく，各行政機関においてもこの文

字の標準化が広がることで，更なる利便性の向上，

行政サービスのデジタル化の推進が期待できる． 

国土地理院では地名 DB の効率的かつ適正な整備，

利用者にとって有益でわかりやすい地名情報の提供

について引き続き取り組んで行く． 

 

（公開日：令和 6 年 10 月 4 日） 
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